
Ⅱ．事業評価個表

番号

1

伊方町

伊方町内

　 　

　

総事業費 円 交付金充当額 円

交付金事業の成果及び評価

　 　 　 　

　 　 　

　 　 　

交付金事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

円

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

町民の日常生活の安心安全の確保のため、今後も本交付金を活用し、継続して事業実施する予定。

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし

・改良延長70.4ｍ

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道九町九町越線道路改良工事

96,223,000 85,000,000

・災害に強い道路を構築することにより、主要幹線路へのアクセスが向上し、有事に備えた日常生活の安心・安全が確保された。

・線形不良を解消し、見通しを良くすることにより、災害時における輸送路を確保することができた。

無

制限付一般競争入札 有限会社　堀保組 96,223,000

交付金事業の概要

措　　　　　　置　　　　　　名 交　　付　　金　　事　　業　　名

　公共施設に係る整備及び維持補修措置 緊急避難道路整備事業（町道九町九町越線道路改良工事）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業実施場所

  伊方町では、各集落へのアクセスは迂回路のない単線形状が大半を占め、唯一のアクセス道路も幅員が狭く見通しも悪い
状況にあり、加えて構造物の老朽化も進んでおり、原子力発電所の立地に伴う緊急輸送路の確保及び災害時の集落の孤立に
対し町民の不安は絶えない状況にある。本線は、伊方原子力発電所から県道を経由し国道197号線に接続する道路であるが、
線形不良や構造物の老朽化などが著しい状況である。これらを解消し、災害に強い道路の構築と地域住民の日常生活の安心
安全を確保するため本工事を実施。


